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人口と世帯数
9月1日現在（）内は前月比

や人口127,047人(+55）
男/63,408人女/63,639人

心世帯数45,509世帯（＋18）
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I
贄垂諸昏＆
篝 蕊 菫A
か日A込のQなルす
らに、んダ、 どモ。
3体一でイ私がンそ
・重般いオた考異の
531的るキち え 常 他

嗜菫笙零多篝鳧莞I主
推た活すを日て疫生
走り環か体どい機 殖
苔0境内のま能異

1
れ・でにくすの常
、52は取ら・低、

魚pglりい下ホ

AのでQか半非出解
、でい、か分常さざ

環する私るのにれ れ
境か量たと量遅 ま た
庁にちさに くすり

｜
で安がれな、がし
は全毎てる人、て
、基日いの間 そ 体

人準取まにののの
のはりす約場速外
健あ込・7合度に
廃 るん年はは判愼

特
集

す
。
そ
の
他
に
は
生
殖
異
常
、
ホ
解
き
れ
た
り
し
て
体
の
外
に
排

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
Ｑ
＆
Ａ
鮭
誤
罐
轤
下
議
憲
簾
蕊

Ｑ
私
た
ち
は
毎
日
ど
の
く
ら
い
半
分
の
量
に
な
る
の
に
約
７
年

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
、
廃
棄
物
Ｑ
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
ど
こ
で
発
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
体
内
に
取
り
か
か
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

の
燃
焼
過
程
や
金
属
糟
錬
の
燃
生
す
る
の
で
す
か
込
ん
で
い
る
の
で
す
か
Ｑ
、
私
た
ち
が
毎
日
取
り
込
ん

焼
過
程
な
ど
か
ら
発
生
す
る
化
Ａ
、
廃
棄
物
の
焼
却
が
卯
％
を
占
Ａ
、
一
般
的
な
生
活
環
境
で
は
１
で
い
る
量
に
安
全
基
準
は
あ
る

学
物
質
で
す
。
ポ
リ
塩
化
ジ
く
め
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
家
日
に
体
重
１
地
当
た
り
０
．
粟
醒
の
で
す
か

ン
ゾ
パ
ラ
ジ
ォ
キ
シ
ン
と
ポ
リ
庭
で
の
ご
み
鹿
却
、
自
動
車
の
か
ら
３
完
嗜
進
奮
れ
、
魚
Ａ
、
環
境
庁
で
は
、
人
の
健
康

塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
フ
ラ
ン
を
ま
と
排
気
ガ
ス
、
森
林
火
災
な
ど
ざ
ま
や
肉
な
ど
の
食
物
か
ら
が
大
部
分
を
保
護
す
る
た
め
に
維
持
ざ
れ

め
て
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
と
呼
ん
で
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
発
生
し
ま
す
。
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
は
、
る
こ
と
が
望
ま
し
い
水
準
と
し

い
ま
す
。
も
の
が
燃
え
れ
ば
、
大
体
ダ
イ
オ
空
気
、
飲
み
水
な
ど
か
ら
取
り
込
て
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
健
康
リ

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
、
意
図
的
キ
シ
ン
が
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ス
ク
評
価
指
針
値
を
５
鴎
／
蛇

に
作
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
い
ま
す
。
Ｑ
、
体
に
入
っ
た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
体
重
／
日
と
設
定
し
て
い
ま
す

ん
。
し
か
し
、
炭
素
・
酸
素
．
Ｑ
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
人
体
に
与
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
こ
の
指
針
値
は
、
こ
れ
を
超
え

水
素
・
塩
素
が
熱
せ
ら
れ
る
よ
え
る
影
響
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
Ａ
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
ひ
と
た
び
た
ら
す
ぐ
に
危
険
と
い
う
よ
う

う
な
過
程
で
意
図
せ
ず
に
で
き
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
体
に
入
る
と
、
そ
の
大
部
分
は
脂
な
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
主

て
し
ま
う
、
や
っ
か
い
な
物
質
Ａ
、
毒
性
の
最
も
強
い
も
の
は
発
肪
に
蓄
稚
さ
れ
て
体
に
と
ど
ま
り
な
発
生
源
へ
の
対
策
が
急
が
れ

で
す
。
ガ
ン
性
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
ま
す
。
ご
く
わ
ず
か
な
量
が
、
分
ま
す
。

！
１
１
１
１

… 家
庭
で
の
ご
み
焼
却
は
や
め
ま
し
ょ
う

市
で
は
、
昭
和
妃
年
に
建
設
し

た
１
号
炉
と
平
成
４
年
に
増
設
し

た
２
号
炉
で
ご
み
を
焼
却
し
て
い

ま
す
。ダ

イ
オ
キ
シ
ン
の
ご
み
焼
却
炉

か
ら
の
排
出
基
準
は
、
国
で
表
１

の
と
お
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
焼
却
炉
の
排
ガ
ス
中
の
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
を
測
定
し
て
い
ま
す
。
（
表

２
参
照
）

市
の
現
状
と

削
減
対
策

近
年
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
大
き
な
心
配
事
の
一
つ
で
す
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
食
物
な
ど
を
通
じ
て
私
た
ち
の
体
に
入
り

健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
物
質
と
い
わ
れ
、
排
出
曇
の
削
減
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
基

礎
知
識
と
市
の
現
状
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

‐

体
重
／
日
と
設
定
し
て
い
ま
す
。
一

そ
し
て
、
Ｃ
Ｏ
監
視
装
置
の
設

世
や
１
号
炉
基
幹
整
備
、
２
次
空

気
吹
き
込
み
ノ
ズ
ル
の
設
瞳
、
活

性
炭
を
吸
着
剤
と
し
て
混
入
さ
せ

た
消
石
灰
を
噴
射
し
処
理
す
る
方

法
の
採
用
な
ど
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

の
削
減
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

現
時
点
で
は
、
国
の
基
準
値
を

大
幅
に
下
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
平
成
畔
年
哩
月
か
ら
厳
し
く

な
る
基
準
値
を
確
実
に
ク
リ
ア
す

し
ゅ
う
じ
ん
き

る
た
め
、
現
在
の
電
気
集
塵
機
よ

り
も
集
塵
効
率
の
高
い
バ
グ
フ
ィ

ル
タ
ー
（
有
害
物
質
を
取
り
除
く

た
め
の
特
殊
フ
ィ
ル
タ
ー
）
へ
の一一-一-一一一…－－＝‐

交
換
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
９
年
６
月
か
ら
市

内
の
小
・
中
学
校
に
設
踵
さ
れ
て

い
る
焼
却
炉
の
使
用
を
禁
止
し
ま

し
た
。
市
内
事
業
所
の
小
型
焼
却

炉
に
つ
い
て
も
、
使
用
の
自
溺
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

身
近
に
て
き
る

抑
制
対
策

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
も
の
を
燃
や

し
た
と
き
に
発
生
す
る
と
い
わ
れ

ま
す
の
で
、
ご
み
の
量
が
減
れ
ば
、

発
生
鐘
も
減
少
し
ま
す
。

も
の
を
大
切
に
長
く
使
う
こ
と

や
、
ご
み
の
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル

を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
焼
却
す
る

ご
み
を
減
ら
す
こ
と
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

家
庭
で
の
ご
み
焼
却
も
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
発
生
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
家
庭
用
小
型
焼
却
炉
な
ど
で

ご
み
を
燃
や
き
ず
、
そ
の
場
合
は

分
別
し
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
不
完
全
燃
焼

シ
ン▼表2クリーンセンターのダイオキシン測定結果 に

よ
っ
て
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
ご
み
は
高
温
で
焼
却
す
る
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
た
方

が
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
を
抑

制
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
不
用
に
な
っ
た
家
庭
用

焼
却
炉
は
資
源
回
収
日
に
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
回
収
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

に
つ
い
て
は
手
賀
沼
課
公
害
対
策

係
冥
芭
１
１
１
１
内
線
５
６
９

焼
却
施
設
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

壷
（
師
）
０
０
１
５

/用語.単位の説明 、

n9;ナノグラムと読み、10億分の1グラムを示
します。（東京ドーム9杯分に対して約ス
プーン1杯分の量）

p9;ピコグラムと読み、1兆分の1グラムを示
します。（ナノグラムの1000分の1の量）
＆ ノノ

ーローーーロ■､一一一ーー 一ー一一■■一一 一‐q■■＝－－－－－－－－－

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

讐一＝－－
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９
月
幻
旦
月
）
か
ら
釦
日
永
）
ま

で
の
、
日
間
、
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

秋
は
日
没
が
早
く
な
っ
て
い
ま

す
。
夕
方
の
自
動
車
や
自
転
車
な

ど
の
運
転
で
は
、
早
め
の
ラ
イ
ト

の
点
灯
を
心
が
け
る
と
と
も
に
、

歩
行
者
は
、
明
る
い
服
装
や
反
射

材
な
ど
を
身
に
つ
け
、
自
分
の
存

在
を
ハ
ッ
キ
リ
き
せ
る
こ
と
が
交

通
事
故
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

県
内
の
交
通
事
故
死
者
数
は
、

◎
重
点
目
標

＊
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

＊
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

＊
夜
間
事
故
の
防
止

＊
自
転
車
の
通
行
マ
ナ
ー
の
向
上

，
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
８
Ｉ
８
８
８
■
‐
審
争
●
●
一
宇
●
ら
憲
一
，
白
日
Ｈ
８
０
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

境学習の拠点に

ふれあい工房の

建設に着手

「
反
射
材
光
る
あ
な
た
の
心
が
け
」

９
月
１
日
現
在
２
５
７
人
で
、
全

国
ワ
ー
ス
ト
３
位
と
大
変
残
念
な

数
字
で
す
。
市
内
で
も
４
人
の
方

が
尊
い
命
を
失
っ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
は
一
瞬
に
し
て
、
楽

し
い
幸
せ
な
家
庭
を
不
幸
に
し
て

し
ま
い
ま
す
。
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
譲
り

合
い
の
気
持
ち
で
、
交
通
事
故
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
警
察
署

壷
（
錘
）
０
１
１
０

市
で
は
、
（
仮
称
）
「
ふ
れ
あ
い

工
房
」
の
建
設
工
事
を
８
月
に
着

工
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
は
来
年
の
４
月
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
市
民
の
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
の
拠
点
と
な
る
も
の
で
、

経
験
を
持
つ
高
齢
者
の
方
に
、
リ

サ
イ
ク
ル
技
術
の
指
導
も
お
願
い

す
る
予
定
で
す
。

施
設
に
は
、
組
み
立
て
工
房
、

木
工
工
房
、
洗
浄
室
な
ど
の
工

房
・
倉
庫
ゾ
ー
ン
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
展
示
コ
ー
ナ
ー
）
な
ど
の
交
流
ゾ

ー
ン
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
ふ
れ
あ
い
工
房
は
地
球

環
境
に
や
さ
し
い
施
設
づ
く
り
を

目
指
し
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

や
、
間
伐
材
な
ど
を
つ
な
ぎ
合
わ

せ
た
木
造
大
断
面
集
成
材
を
利
用

し
た
構
造
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
壷
（
”
）
０
０
１
５

’
一－

人と 烏 共存すが ま ちる

燃焼室の処理能力

4ﾄﾝ／時以上

2ﾄﾝ～4ﾄﾝ／時

2ﾄﾝ／時未満

既設炉の基準

9年まで

基準の

適用を

猶予

9～14年

80,9／㎡

14年以降

1,9／㎡

5,9／㎡

long／㎡

焼却炉

1号炉

2号炉

燃リ

処理

2トン～

4ﾄﾝ／時

4ﾄﾝ／時以上

室の

能力
平成8年

測定値

炉改修中の

ため未測定

4.7,9／㎡

平成9年
測定値

1.0,9／㎡

1．6，9／㎡
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商
業
者
や
消
輩
者
を
は
じ
め
多

く
の
市
民
参
加
に
よ
り
、
平
成
８

年
度
か
ら
進
め
て
き
た
「
我
孫
子

市
商
業
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
、

今
年
３
月
に
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
市
の
商
業

の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
基
本
方

針
と
な
る
も
の
で
、
次
の
３
つ
の

柱
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

①
既
存
商
店
街
の
活
性
化
…
多
様

シ
寿
商
店
会
の
街
路
灯
を
飾
る

市
の
鳥
オ
オ
バ
ン

千
葉
県
獣
医
師
会
と
千
葉
県

動
物
保
護
管
理
協
会
で
は
、
動

物
愛
護
週
間
（
９
月
、
日
か
ら

塑
旦
行
事
の
一
環
と
し
て
、

不
幸
な
動
物
を
な
く
す
た
め
に

犬
・
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

子
犬
・
子
猫
が
生
ま
れ
た
ら

困
る
方
、
生
ま
れ
て
も
育
て
ら

れ
な
い
方
は
必
ず
不
妊
・
去
勢

手
術
を
し
て
あ
げ
て
く
だ
き
い
◎

▼
助
成
額
一
頭
当
た
り
５
０

０
０
円
二
世
帯
一
頭
に
限
る
）

》
助
成
件
数
８
０
０
頭
（
応

募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

●
６
８
●
●
●
●
、
ｕ
■
●
●
●
価
Ｉ
●
●
●
●
凸
■
■
●
●
■
●
ｎ
日
●
●
●
の
■
冊
■
●
■
Ｄ
Ｑ
ｎ
Ｕ
ｑ

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応
し
た
商
業
を
め
ざ
し
て

／~、
8コ

我
孫
子
市
商
業
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
の
概
要

｜
部
を

一一･－二』‐一

画

化
す
る
消
裁
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
快
適
な
買
い
物
空
間
を
め
ざ

し
、
商
店
街
マ
ッ
プ
づ
く
り
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
商
店
街
の

情
報
化
等
の
ソ
フ
ト
事
業
、
街
路

灯
・
ア
ー
ケ
ー
ド
の
整
備
等
の
ハ

ー
ド
事
業
を
展
開
し
て
、
地
域
密

着
型
商
業
集
祇
を
図
り
ま
す
。

②
新
た
な
商
業
展
開
…
我
孫
子
の

水
・
緑
・
自
然
を
活
か
し
、
地
域

住
民
が
交
流
で
き
る
地
に
新
た
に

商
業
集
積
を
創
造
す
る
視
点
か
ら
、

若
者
を
意
識
し
た
手
賀
沼
公
園
周

辺
の
し
ゃ
れ
た
商
業
ゾ
ー
ン
、
地

域
農
業
と
リ
ン
ク
し
た
日
秀
か
ら

布
佐
方
面
に
か
け
て
の
生
産
者
直

売
ゾ
ー
ン
等
を
形
成
し
、
〃
遊
ぶ
．

学
ぶ
・
憩
う
″
の
自
然
交
友
型
商

業
集
砿
を
図
り
ま
す
。

③
各
施
策
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・

推
進
体
制
の
強
化
…
手
賀
沼
周
遊

の
定
期
遊
覧
船
の
運
航
や
白
樺
派

去
勢
手
術
費
の
王

を
助
成
し
ま
す
一

▽
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
一

希
望
の
動
物
病
院
（
県
獣
医
師
一

会
会
員
）
と
相
談
し
、
往
復
ハ
》

ガ
キ
に
①
住
所
、
氏
名
、
電
話
一

番
号
②
犬
・
猫
の
種
別
、
雄
・
’
一

雌
の
別
③
犬
・
猫
の
名
前
、
年
帝

齢
、
毛
色
④
希
望
す
る
病
院
名
》

⑤
平
成
、
年
度
狂
犬
病
予
防
注
一

射
済
票
番
号
を
明
記
し
、
９
月
一

ｍ
日
（
日
）
か
ら
麺
日
（
土
・
消
垂

印
有
効
）
ま
で
に
〒
２
６
０
‐
，

０
０
２
１
干
葉
市
中
央
区
新
宿
一

２
の
９
の
７
結
城
野
ビ
ル
ー
階
一

（
社
）
千
葉
県
獣
医
師
会
壷
０
４
－

３
（
２
４
２
）
１
０
４
７
へ
《

■
■
■
。
●
●
ロ
一
Ⅲ
Ｕ
○
●
。
。
、
Ⅷ
■
●
。
●
●
■
Ｎ
■
●
。
●
①
冊
Ｕ
●
●
●
①
ロ
副
可
●
●
ｃ
ｃ
一
冊
町
。
●
言

1

等
の
文
化
資
産
を
活
用
し
た
観
光

事
業
の
推
進
、
中
小
企
業
向
け
の

融
査
制
度
の
拡
充
、
案
内
板
・
サ

イ
ン
計
画
の
推
進
な
ど
、
行
政
に

よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
強
化

や
都
市
基
盤
施
設
の
整
備
を
推
進

し
ま
す
。

I
一
』

一

既存商店街の活性化 新たな商業展開』凰列3.Ii-J〃ロIエ』ツジ′画Iエ’し－／、

存の商店街を中心に地域に密着した商業
活性化を推進します

柿
測
隙
す

の自然
『学ぶ」
集積を

中・長期的には、我孫
文化を取り入れた『遊
施設を整備した新しい
くことが重要となりま

歴史、
『憩う」
っ てい

、

、_ノ図っ

新商業拠点整備の視点 〈
平
成
加
年
度
の
取
り
組
み
〉

各
施
策
の
う
ち
、
平
成
、
年
度

で
行
う
主
な
事
業
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

＊
商
店
街
街
路
灯
の
設
置
．
：
国
道

３
５
６
号
（
成
田
街
道
）
沿
い
を

中
心
と
し
た
寿
商
店
会
で
は
、
市

の
鳥
〃
オ
オ
バ
ン
々
を
デ
ザ
イ
ン

に
取
り
入
れ
た
街
路
灯
釦
基
を
設

①我孫子市の資源である手賀沼を生かし、ウォーター

フロントを意識する

②コミュニケーションときめ細かなニーズに応えてい

くことに重点を置く

③弱者に優しい視点を貫く

④地元商業者主導による商業拠点を考える
⑤観光を意識する

1

壱

新商業拠点の候補地
都市計画道路3･5･15号及び県道我孫子利根線沿い

置
し
ま
す
。
完
成
は
、
月
中
旬
の

予
定
で
す
。

＊
商
店
街
マ
ッ
プ
の
作
成
…
消
識

者
に
市
内
の
商
店
街
・
商
店
を
知

っ
て
も
ら
い
、
ま
た
、
地
域
の
一

員
と
し
て
の
商
店
街
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
、
商
店
街
マ
ッ
プ
を
作
成
し

ま
す
。
平
成
、
年
度
は
、
マ
ッ
プ

の
形
態
・
内
容
な
ど
を
検
討
し
、

ｎ
年
度
以
降
発
行
し
て
い
き
ま
す
。

＊
天
王
台
南
北
商
店
街
の
近
代
化

事
業
・
・
天
王
台
駅
南
北
の
商
店
会

が
合
同
し
て
、
研
修
や
情
報
の
収

｜
’

集
・
提
供
等
を
通
し
て
、
商
業
の

発
展
、
文
化
と
親
し
み
の
あ
る
街

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

＊
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
協
議
会
の
設
立

…
推
進
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、

市
や
商
工
会
等
で
ビ
ジ
ョ
ン
実
現

の
た
め
の
推
進
組
織
を
設
立
し
ま

し
た
。今

後
は
、
強
力
に
事
業
を
推
し

進
め
、
我
孫
子
市
の
商
業
活
性
化

を
目
指
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
課
垂

（
芭
１
１
１
１
内
線
５
０
４

街路灯の整備
‘側をモチーフにした街路灯

アーケードの設置

歩道の整備

共同駐車場

イベント広場

壁面の改装'1
4

利根川運動公園周辺や手賀川等を活用したスポーツ・

レジャー拠点として整備
ノノ 、

－－ 一

学ぶ・憩う
友型商業集積

地域密着型
商 業 集 積

■

/市商工会に加入しましょう、

’ 我孫子市商業の冒漂一、 我孫子市商工会は、市内商工業者のため
の公益法人で、資金融資の斡旋、税務・経
理の指導、労務に関する相談など、経営全
般に関する事業活動を行っています。
市内で商工業を営む方は、どなたでも入

会できますので、ぜひご加入ください。

It問い合わせ市商工会掴(82)313↑ノ

1亜ﾌﾎｰ丁MIJI珂禾UﾉﾋｺT示ノ

人と人とのふれあい遊ぶ。学ぶ・憩う
ライフスタイルに対応した商業

、

ノ

…

住宅・ゴ

ご協力く

ス
ズ
メ
や
カ
ラ
ス
、
名
前
は
だ

れ
で
も
知
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
こ

で
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
る
の
か

と
問
わ
れ
る
と
、
簡
単
に
答
え
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
い
つ
も
見

て
い
る
身
近
な
鳥
で
も
、
私
た
ち

が
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
は
意
外
に

少
な
い
も
の
で
す
。

今
回
の
企
画
展
「
身
近
な
鳥
Ｉ
」

は
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
な
ら

ば
、
だ
れ
で
も
見
た
こ
と
の
あ
る

〃
普
通
の
鳥
々
を
と
り
あ
げ
、
季

人
鳫
吻
博
物
館
企
画
展
開
催
中
Ｙ

「
身
近
な
鳥
Ｉ
」

＄
ツ
バ
メ
ー
ム
ク
歴
↑
ハ
書
尭
三
ｓ

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
が
、
、

月
１
日
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ

ま
す
。こ

の
調
査
は
、
昭
和
零
年
か
ら

行
わ
れ
今
回
で
ｎ
回
目
に
な
り
、

住
宅
・
土
地
に
関
す
る
大
規
模
で

最
も
基
本
的
な
調
査
で
す
。
調
査

の
結
果
は
、
国
・
県
・
市
区
町
村

が
幻
世
紀
の
住
宅
建
設
計
画
、
都

市
計
画
、
環
境
整
備
計
画
な
ど
を

立
案
し
て
い
く
上
で
の
基
礎
資
料

と
し
て
利
用
き
れ
、
私
た
ち
の
住

生
活
の
向
上
に
大
切
な
役
割
を
果

調査計 に博
物
館
企
画
展
開
催
中

節
ご
と
の
く
ら
し
の
変
化
や
子
育

て
の
よ
う
す
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

身
近
で
見
ら
れ
る
鳥
の
生
活
を

知
る
こ
と
で
、
身
の
回
り
の
自
然

の
中
に
か
く
さ
れ
て
い
る
興
味
深

い
出
来
蕊
を
発
見
す
る
ヒ
ン
ト
が

つ
か
め
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

亨
開
催
期
間
９
月
５
日
（
土
）
か

ら
皿
月
”
旦
旦
ま
で

▽
問
い
合
わ
せ
烏
の
博
物
館
念

（
路
）
２
２
１
２

た
し
ま
す
。

今
回
の
調
査
で
は
、
全
国
で
４

０
０
万
世
帯
が
対
象
と
な
り
、
本

市
で
は
１
６
６
調
査
区
の
約
４
３

０
０
世
帯
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

調
査
対
象
と
な
ら
れ
た
お
宅
に

は
、
９
月
下
旬
に
千
葉
県
知
事
か

ら
任
命
き
れ
た
調
査
員
（
身
分
証

携
帯
）
が
お
伺
い
し
、
調
査
票
を

配
布
し
ま
す
。
な
お
、
調
査
票
に

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
は
、

他
に
漏
ら
し
た
り
、
統
計
調
査
以

外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
法

律
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
記
入
く
だ
き
い
。

調
査
票
は
、
後
日
調
査
員
が
回

収
に
伺
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

〉
問
い
合
わ
せ
文
書
課
統
計
係

雲
理
０
５
７
７
（
直
埋

汐

‐
Ｉ
ｌ
ｂ
ｌ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
ｂ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
０
Ｉ
０
１
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｂ
Ｂ
９
‐
ｒ
ａ
６
ｄ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
８
１
Ｊ
０
０
１
６
凸

I

〈ソフト事業の推進〉

<ハード事業の推進〉，

<しゃれた商業ゾーン〉(手賀沼公園周辺）

手賀沼の風景を自然の劇場に見立て、その中に風景と

調和した低層のしゃれた店舗を配置し、若者を意識し

た商業集祇を形成

〈親ホ・リフレッシュゾーン〉(県道船取線~五本松公園周辺）

水の館、鳥の博物館、水生植物園、遊歩道、キャンプ

場等の水や自然と親しめる施設が既に配置されている

が、さらにロッジ等の配置も検討し、これらを活用し

た親水・リフレッシュを意識したゾーンとして展開

<生産者直売ゾーン〉旧秀~布佐方面）
農業および区画整理による新しい街づくりとの整合性

を図った店舗づくりをめざす

<スポーツ・レジヤーゾーン〉(利根jll運動公園･手賀jll周辺）
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高
齢
化
社
会
に
つ
い
て
考
え
る

催
し
、
第
Ｂ
回
「
老
い
へ
の
対
応

を
探
る
」
が
９
月
塑
日
（
土
）
・
幻
日

（
日
）
の
両
日
、
「
み
ん
な
で
知
ろ

う
．
介
護
保
険
」
を
テ
ー
マ
に
市

民
ブ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
ま
す
。

今
回
は
日
本
経
済
新
聞
論
説
委

員
佐
野
正
人
氏
を
迎
え
て
の
誹
演

市
で
は
、
市
民
と
一
体
と
な
っ

て
、
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め

に
「
社
会
福
祉
事
業
基
金
運
用
益

金
活
用
制
産
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
市
内
に
あ
る
福

祉
関
係
の
民
間
団
体
が
事
業
を
新

た
に
開
始
し
た
り
、
拡
張
す
る
と

き
な
ど
に
、
そ
の
初
期
活
動
を
支

援
す
る
た
め
に
、
社
会
福
祉
事
業

基
金
の
運
用
益
（
利
息
）
を
補
助

金
と
し
て
交
付
す
る
も
の
で
す
。

▼プログラム（入場無料）

◎ホール：26日(土）
13:00～シンポジウム

「みんなで語ろう介護保険」

13:05基調講演

「介護保険制度、
スタートに向かっての問題点」

講師佐野正人

13145佐野氏と市長との対談

「我孫子市のめざすもの」

14:40パネルディスカッション
「介護保険をどう活かすか」

16:10～交流会(参加費500円）

◎ホール：27日(日）
13：00～イベント

13:00寸劇｢熊さんの介誤保険」
13;35合唱

14:10キーボード演奏

14:45ハンドベﾙ演奏

15:20ダンス･詩吟

15:50寸劇｢痴呆性高齢者が排掴した時」
◎ギャラリー：26．27日
10:00～17;00ポﾗﾝﾃｨｱ団体潮紹介

◎1階センターコート：26．27日
10;00～20:00介護用品'福祉機器展示

第
咽
回
篝
い
へ
の
対
応
を
探
為

「
み
ん
な
で
知
ろ
う
．
介
護
保
険
」

〃
会
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
は
じ
め
、
手
づ
く
り
の
寸
劇
、

コ
ー
ラ
ス
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
や
介
護
用
品
な

ど
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど
盛
り
だ

く
ざ
ん
。
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照
）

平
成
辺
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る

介
護
保
険
制
度
を
前
に
、
こ
れ
か

出
し
て
く
だ
さ
い
。

を
９
月
釦
旦
水
）
ま
で
に
直
接
、
提
也
子
さ
ん
）
は
４
分
５
秒
錘

事
前
協
議
書
（
市
厚
生
課
に
用
意
）
ん
、
宮
川
梓
ざ
ん
、
宮
田
亜

き
よ

助
金
の
交
付
を
受
け
た
い
団
体
ば
ゆ
か
り
ざ
ん
、
齋
藤
稀
世
ざ

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
発
化
に
続
い
て
優
勝
、
２
連
覇
を

り
の
推
進
に
関
す
る
事
業

②
健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
宮
田
亜
也
子
さ
ん
が
、
詔
秒

現
在
、
同
基
金
は
、
市
民
の
皆

市
内
中
》

ざ
ん
か
ら
の
寄
付
金
と
市
の
積
み

立
て
に
よ
り
、
４
億
４
０
０
０
万

円
と
な
り
、
今
年
度
は
そ
の
利
息

１
７
０
万
円
を
補
助
金
と
し
て
予
◎
我
孫
子
中
学
校
が
全
国
｛

箕
化
し
て
い
ま
す
。
選
抜
水
泳
競
技
大
会
女
子
《

補
助
期
間
は
原
則
と
し
て
３
年
第
３
位

間
、
補
助
額
は
事
前
に
提
出
し
て
８
月
。
日
か
ら
空
日
ま
一

い
た
だ
く
協
議
香
を
審
査
し
て
予
県
利
府
町
で
開
催
き
れ
た
、

算
の
範
囲
内
で
決
定
し
ま
す
。
回
全
国
中
学
校
選
抜
水
泳
蛙

▼
補
助
対
象
事
業
会
で
我
孫
子
中
学
校
が
女
マ

①
在
宅
福
祉
等
の
普
及
お
よ
び
向
第
３
位
に
輝
き
ま
し
た
。

上
に
関
す
る
事
業
女
子
１
０
０
ｍ
自
由
形
で

▽
提
出
先
。
問
い
合
わ
せ
厚
生

課
冥
至
１
１
１
１
内
線
３
８
５

に
関
す
る
事
業

▽
申
し
込
み
平
成
ｎ
年
度
に
補
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
（
渡
邊

達
成
し
た
の
を
は
じ
め
、
女

第
３
位
重
田
智
絵
美
ざ
ん
、
宮
田
亜
也
子

８
月
。
日
か
ら
空
日
ま
で
宮
城
ざ
ん
）
で
も
、
４
分
空
秒
聿
の
好

県
利
府
町
で
開
催
き
れ
た
、
第
禿
タ
イ
ム
で
、
と
も
に
第
２
位
と
な

◎
我
孫
子
中
学
校
が
全
国
中
学
校
４
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
（
吉

回
全
国
中
学
校
選
抜
水
泳
競
技
大
り
、
女
子
総
合
第
３
位
入
賞
の
原

選
抜
水
泳
競
技
大
会
女
子
総
合
で
岡
真
希
さ
ん
、
高
橋
陽
子
ざ
ん

の
好
タ
イ
ム
で

粥
の
驚
異
的
タ
イ
ム
で
昨
年

ら
の
福
祉
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、
皆
ざ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
イ
ベ
ン
ト
に

は
、
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
の
で

気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
高
齢
者
福
祉
課

査
（
露
）
１
１
１
１
内
線
３
８
２

市
内
中
学
生
が
全
国
大
会
で
大
活
躍

学
校
が
女
子
総
合
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

あ ま
た
女
子

び

ｍ
月
１
日
は
窪
の
旦
で
す
。

人
々
が
幸
せ
な
生
活
を
送
る
た

め
に
は
、
個
人
の
自
由
が
保
障
き

れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

個
人
の
自
由
は
無
制
限
に
保
障
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

法
は
、
す
べ
て
の
個
人
が
個
人

と
し
て
尊
重
き
れ
る
た
め
に
、
そ

、扣
月
１
日
は
法
の
日

↓
↑ ＝参加者募集＝

柏の葉公園杯

親子ｽー ﾂ大会

無
料
法
律
相
談
を
実
施
し
ま
す

あ

シ
銅
メ
ダ
ル
に
輝
く
第
３
位
に
入
賞
Ｉ
Ｊ
Ｆ
旧
蓑
郷
匠
匡
謙
寺
〈
順
陶
絹
順

・
日
山
中
リ
レ
ー
チ
ー
ム
し
ま
し
た
。

れ
回
川
刷
Ｕ
ｌ
ｌ
成
田
線
の
増
発
に
向
け
て

●
■
僻
幽

れ ＝

邑函
聾
Ｐ

削
一
時

聖

◎
白
山
中
学
校
が
、
全
国
陸
上

競
技
大
会
男
子
４
×
２
０
０
ｍ

リ
レ
ー
で
第
３
位

８
月
型
日
か
ら
酔
日
ま
で
山

形
県
天
童
市
で
開
催
き
れ
た
、

第
奉
回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競

技
選
手
権
大
会
男
子
４
×
２
０

れ
ぞ
れ
の
人
の
自
由
を
調
整
し
、

社
会
の
秩
序
を
保
つ
役
目
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

「
法
の
日
」
に
あ
わ
せ
、
次
の

と
お
り
無
料
法
律
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。

金
銭
、
不
動
産
、
交
通
事
故
等

の
民
事
上
の
紛
争
や
、
夫
婦
、
親

秋
の
１
日
、
お
子
ざ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
冴
逵
流
し
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
、
月
、
旦
祝
）
午
前
９

時
如
分
集
合

▽
場
所
柏
の
葉
公
園
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
体
育
館

▽
種
目
２
人
１
組
に
よ
る
イ
ン

デ
イ
ア
カ

▼
対
象
・
定
員
小
学
生
と
そ
の

親
、
“
組
（
応
募
多
数
は
抽
選

▽
持
参
室
内
専
用
シ
ュ
ー
ズ

↓
』

．

－

０
ｍ
リ
レ
ー
で

白
山
中
学
校

（
斉
藤
啓
吾
く

ん
、
山
田
晋
吾

く
ん
、
大
堀
保

幸
く
ん
、
大
竹

悠
平
く
ん
）
が

１
分
垂
秒
“
の

好
成
繊
で
見
事

第
３
位
に
入
賞

子
、
適
産
、
少
年
の
非
行
等
家
庭

内
の
争
い
で
お
悩
み
の
方
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
ざ
い
。

▼
日
時
、
月
１
日
（
木
）
午
前
、

時
か
ら
皿
時
弛
分
、
午
後
１
時
か

ら
２
時
犯
分
（
先
着
順
）

▽
場
所
・
問
い
合
わ
せ
千
葉
地

方
・
家
庭
裁
判
所
松
戸
支
部
（
松

戸
駅
東
口
下
車
徒
歩
７
分
）
壷
０

４
７
（
３
６
８
）
５
１
４
１

※
希
望
者
多
数
の
時
は
、
応
じ
き

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
ス
カ
ー
ト
で
の
参
加
は
不
可

》
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
親
子
の

氏
名
、
年
齢
（
子
ど
も
は
学
年
）
、

竃
話
番
号
を
明
記
し
、
９
月
知

日
（
水
・
消
印
有
効
）
ま
で
に

〒
２
７
７
１
０
８
８
２
柏
市
柏

の
葉
４
の
１
県
立
柏
の
葉
公
園

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
体
育
館
「
親
子

ス
ポ
ー
ツ
大
会
係
」
壷
（
型
３

５
０
０
へ

成
田
線
沿
線
ｕ
市
町
村
で
椛
線
化
計
画
の
早
期
実
現
に
つ
な

成
す
る
成
田
線
複
線
化
促
進
期
が
る
と
期
待
を
か
け
て
い
ま
す
。

成
会
（
会
長
・
福
嶋
我
孫
子
市
今
後
も
、
成
田
線
が
も
つ
と

長
）
は
、
７
月
幻
日
に
Ｊ
Ｒ
東
便
利
に
な
る
よ
う
に
、
Ｊ
Ｒ
と

日
本
千
葉
支
社
、
８
月
唱
日
に
協
議
を
重
ね
て
い
き
ま
す
の
で
、

同
本
社
お
よ
び
東
京
支
社
に
対
市
民
の
皆
ざ
ん
も
蔽
極
的
に
成

し
て
成
田
線
の
輸
送
力
増
強
と
田
線
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ

利
便
性
の
向
上
を
要
望
し
ま
し
う
お
願
い
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
へ
陳
情

あ
び

！↓
↑

あ
二一0

た
。

そ
の
内
容
は
、
ラ
ッ
シ
ュ
時

と
昼
間
の
時
間
帯
の
増
発
、
常

磐
線
直
通
遮
車
の
増
発
、
最
終

電
車
の
延
長
、
駅
の
施
設
整
備
、

無
人
駅
の
解
消
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
実
現
で
、
成
田
線

を
利
用
す
る
方
が
増
え
れ
ば
、

当
面
の
目
標
で
あ
る
、
部
分
複

線
化
計
画
の
早
期
実
現
に
つ
な

が
る
と
期
待
を
か
け
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
成
田
線
が
も
つ
と

利
根
川
ふ
れ
あ
い
サ
ミ
ッ
ト
が
、

、
月
嘔
日
（
且
開
催
き
れ
ま
す
。

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
利
根
川
流

域
の
市
町
村
が
集
ま
り
、
利
根
川

の
恵
み
に
感
謝
し
、
幻
世
紀
に
向

け
て
交
流
、
発
展
を
提
唱
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

今
回
行
わ
れ
る
サ
ミ
ッ
ト
行
事

が
、
次
の
と
お
り
一
般
公
開
さ
れ

千雲県篭覗君罵羅
墾軍蜜蝋聯調搾晶雇
･作品を募集

れ

根
川
ふ
牧
あ
い
サ
ミ
ッ
ト

リ矛

扣
月
杷
日
（
日
）
取
手
市
で
開
催

こ

れ

C
＝＝
1■■■■

T
」 県

と
発
明
協
会
千
葉
県
支
部
で

は
、
県
内
で
新
し
く
生
ま
れ
た
発

明
考
案
品
や
製
品
を
募
集
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
来
年
１
月
に
ら
ら
ぽ

－
と
（
船
橋
市
）
で
開
催
ざ
れ
る

発
明
考
案
展
に
出
品
す
る
も
の
で
、

発
明
考
案
品
や
新
製
品
を
紹
介
し

て
、
実
用
化
を
進
め
、
創
意
工
夫

す
る
考
え
方
の
普
及
・
奨
励
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
函
品
無
料
）

ま
す
。

▼
時
間
午
前
、
時
か
ら
午
後
２

時
蓼
加
無
魁

▼
場
所
取
手
市
民
セ
ン
タ
ー

（
取
手
駅
東
口
下
車
徒
歩
、
分
）

▼
内
容
①
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
②

平
岩
弓
枝
特
別
講
旗
③
魚
介
類
、

山
菜
等
の
交
流
物
産
品
販
売
④

利
根
川
体
験
乗
船

９
月
５
日
、
総
合
防
災
訓
練

が
我
孫
子
中
学
校
と
我
孫
子
第

三
小
学
校
を
会
場
と
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
天
王
台
地
域
を
対

象
に
、
地
域
内
の
自
治
会
や
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
な
ど
総
勢
２
４

ざ
と
い
う
時
に
備
え
て

、℃
町

総
合
防
災
訓
練
行
わ
れ
る

あ
び

こ

鰯謹誠謬躍謁盲笥瀕謂蕊

あ
れ

壷二一←■一

０
０
人
が
参
加
。
午
前
８
時
如
分

に
謹
度
７
の
地
震
が
発
生
し
、
家

屋
の
倒
壊
、
火
災
が
多
発
し
た
と

霜
釜
で
訓
練
を
開
始
○

は
し
ご
車
を
使
っ
た
高
所
か
ら

の
救
出
訓
練
や
睡
力
会
社
の
迩
力

復
旧
訓
練
、
消
防
団
の
送
水
消
火

訓
練
な
ど
各
会
場
に
避
難
し
た
人

が
見
守
る
中
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

起
潅
車
で
の
地
涯
体
験
や
バ
ケ

ッ
リ
レ
ー
の
消
火
訓
練
は
、
地
域

の
方
も
参
加
し
、
と
て
も
真
剣
な

表
情
。
第
三
小
学
校
で
は
消
火
器

を
使
う
訓
練
に
小
学
生
も
参
加
。

〃
最
初
は
吹
き
出
す
音
に
び
っ
く

り
し
た
け
ど
、
あ
と
は
平
気
だ
っ

た
よ
“
と
頼
も
し
い
感
想
で
し
た
。

▼
出
品
区
分
①
発
明
考
案
品

②
新
製
品
③
発
明
ク
ラ
ブ
作
品

▽
期
限
、
月
嘔
日
（
金
・
必

着
）※

出
品
規
格
、
要
領
等
詳
し
く

は
〒
２
６
０
１
０
８
５
４
干
葉

市
中
央
区
長
洲
１
の
９
の
１
干

葉
県
庁
南
庁
舎
内
社
団
法
人
発

明
協
会
千
葉
県
支
部
壷
０
４
３

（
２
２
２
）
０
６
６
８
へ

※
利
根
川
体
験
乗
船
は
申
し
込
み

が
必
要
で
す
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
往

復
ハ
ガ
キ
に
代
表
者
の
住
所
、
氏

名
、
奄
話
番
号
、
乗
船
希
望
人
数

を
明
記
し
、
９
月
知
日
（
水
・
消

印
有
効
）
ま
で
に
〒
３
０
２
１
８

５
８
５
取
手
市
寺
田
５
１
３
９
取

手
市
役
所
政
策
推
進
部
利
根
川
ふ

れ
あ
い
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会
事

務
局
垂
０
２
９
７
両
）
２
１
４
１
内

線
２
２
２
へ↓

」

れ



(4)凌び こ第981号「 1998.9.16
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ふれあい船上見学会参加者第3回若い芽のｺﾝｻー ﾄ

す
こ
や
か
ち
や
ん

項 目

国民年金(払込期限）

国民健康保険税第4期

水道料金

下水道受益者負担金第2期

納期限
(口座振替日）

30(水）

30(水）

25(金）

30(水）

市 民 図 書 館

『峡‘洲馳舩剛

鳥の博物館

市民プラザ

市 民 会 館

つつじ荘・
齢|蛎祉センター

市民体育館

21(月)､28(月）

21(月)､23(祝)､28(月）

16(水)､21(月)､24(木）
月）

17(木),24(木）

21(月)､28(月）

21(月)､23(祝)､28(月）
29(火）

28(月）

第23回即売バザー

赫襯睦ゲー ﾄボー ﾙ大会 第3回久遠苑文化祭

定 例 教 育 委 員 会

甲種防火管理者講習会
混声合唱団「響」

第S回定期ラ寅奏会「とびだせ明日へ」アミー子どもと

共に文化を楽しむ会5周年記念事業

郵便局年末年始臨時職員

職ﾃﾆｽ市駄会(ダブﾙｽ）

精神簿弓弓者更生施言受

rあらき国』壼時生ｼ舌ず旨琴童 第15回不動産フエア

布佐「囲碁・将棋大会」 夜間書道教室生

野噛 轍育｢読書会｡教育相談」

発声講座参加者

我孫子墨絵同好会｢色紙展」
繩ﾛ島雛舘ｺﾝｸーﾙ'職会

社会保険労務士無料相談
労災職業病なんでも相談会

我孫子将棋大会 英会話サークル会員
あびこシルクロードサークル

講演会r古代オリエントの印章」

千葉労働条件

‘相言炎センターの開言響閏宿iEE鍾物自自屋中謡座「古代。

中世の利根川。常陸jⅡ水系」

机の上で簡単に弾ける｢自動伴奏付

中高年用ミニ･キーボード｣溌習会

話し方講座受講者

ﾃﾚﾎﾝｻー ピｽ
日I職当番医・1週間の行事

副(85)1313

ﾃﾚﾎﾝｻー ｽ
夜lHl当番医

a(8711141

ﾃﾚﾎﾝがイド 弧！;切圃01010

ファクスガイド 因(83)6000


